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重点環境施策１　身近な自然環境に対する意識の高揚を図り、自然との共生に取り組みます。
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【後期計画に向けて】

指標の方向

その理由

（削除の場合）

Ｒ９目標値

１５０人

対応する

ＳＤＧｓ目標

継続

目標値設定理由

コロナ禍前の水準に復旧する。

　今後の施策の方向性、考えられる対策等

・施策の方向性：身近な自然環境に対する意識高揚のため、学習機会の確保に努めます。

・考えられる対策等：環境大学講座やこども環境探偵団の開催回数の回復に努めます。

こども0

大学31

計31

３００人

グラフ

　推移の分析・考えられる要因

不調

　目標に比べて大きな乖離があります。

　令和２年度、３年度は、コロナ禍により活動事業の実施が難しかったことによります。

第２次能代市環境基本計画　指標目標点検及び後期目標検討シート

前　期　指　標 策定時現状値
実績値推移

前期目標

環境学習講座（環境大学・こども

環境探偵団）参加延べ人数

（説明）市が実施する環境大学講

座と、こども環境探偵団の参加者

数の合計値。
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